
　(主)大東東出雲線（須谷工区）道路改良事業

（主）大東東出雲線は、雲南市大東町から松江市八雲町を経由し、東出雲町までを連絡

する主要地方道であり、雲南圏域から山陰道東出雲インターチェンジへの最短経路である

とともに、松江市八雲町の熊野大社、雲南市大東町の須賀神社などの観光施設を結ぶ路線

でもあります。

当事業区間は車道幅員が３．０m程度と狭く、大型バスの通行が困難であるほか、一般

車両のすれ違いも困難であり、特に冬期積雪時の走行に支障をきたしている状況です。

このような状況を踏まえ、通行車両の安全の確保を図るため、道路改良事業を行って

います。

須谷工区 全体延長 L=1,1４0m
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